
敬

叢

樫
島
噴
火
の
風
上
健

簡

党

閑

人

大
正
三
年

1
月
楼
島
火
山
の
噴
火
し
た
常
時
は
'
福

岡
頼
政
方
町
附
軍
営
旅
行
中
で
あ
っ
た
が
p
破
裂
の
皆

目
即
ち
十
二
日
は
'
直
方
町
で
も
終
日
声
障
子
の
ガ
タ

T.'ftか

/
＼
す
る
震
動
を
戚
じ
､
家
紋
や
様
な
.rw
に
は

細

い

次

砂
が
降
-
.
十
二
日
柁
八
時
頃
に
は
性
質
紺
急
劇
な
地

震
を
戚
じ
た
､
其
時
の
詫
な
る
震
動
の
方
向
は
､
略
南

北
で
あ
る
標
に
関心
ほ
れ
た
.
十
八
旦
聯
同
市
の
常
に
掃

っ
て
聞
け
ば
p
矢
張
-
十
二
日
に
は
終
日
声
障
子
の
震

動
を
威
じ
p
火
山
次
も
降
っ
た
./J
い
ふ
事
で
あ
っ
た
O

藤
岡
か
ら
戊
鬼
島
に
向
つ
た
の
は

f
月
二
十
六
日
で

あ
っ
た
が
p
汽
車
の
窓
か
ら
観
れ
ば
'
熊
本
膳
人
音
の

附
妃
か
ら
矢
岳
に
至
る
間
'
人
家
の
家
根
に
も
掛
の
兼

に
も
火
山
次
の
降
っ
た
の
を
見
受
け
た
'
基
が
脱
兎
島

梯
払
暁
火
の
見
た
依

に
近
づ
-
ほ
}/J多
-
､
横
川
附
近
で
は
厚
さ
二
三
一分
.

加
治
木
附
近
で
は
､
二
三
寸
も
あ
る
株
に
見
え
.
重
富

附
鑑
は
却
て
少
な
い
様
に
見
受
け
た
｡

7
月
二
十
七
日
早
朝
か
ら
'
陸
島
の
閣
僚
の
小
丘
城

山
(俗
弼
袴
腰
)
に
登
っ
て
､
噴
火
の
賓
況
や
雌
岩
分
布

の
状
況
を
観
察
し
た
､
昏
睡
稜
島
の
束
西
南
側
十
数
個

底
か
ら
猛
烈
に
噴
火
し
て
居
て
'
轟
々
の
膏
は
恰
か
も

百
雷
の
轟
-
が
如
-
'
海
中
に
流
れ
込
ん
だ
館
岩
の
端

か
ら
は
盛
に
水
準
乗
の
白
質
を
奔
騰
し
て
居
て
､
賓
に

何
ど
も
い
へ
な
い
物
凄
い
米
食
で
あ
っ
た
.
楼
島
の
西

側
中
腰
か
ら
流
れ
下
っ
た
雌
岩
流
は
､
末
々
北
か
ら
西

々
歯
に
'
長
さ
約
六
七
百
問
舌
状
を
男
し
て
海
中
に
突

カ
ツス

出
し
'
烏

島

は
全
然
其
車
に
包
ま
れ
て
し
ま
ひ
下
城
山

西
北
の
低
地
も
大
部
分
熔
岩
の
虎

ビ
兼
て
居
た
.

気
泡
は
十
二
度
(硫
氏
)
で
あ
っ
た
が
'
鹿
施
島
市
か

ら
船
で
城
山
に
行
-
途
中
の
海
水
は
十
八
度
'
城
山
の

渥
岸
で
は
二
十
二
度
'
熔
岩
流
の
先
端
を
振
る
約
宵
間

の
海
水
は
二
手

五
度
で
､
十
五
問
ば
か
-
の
鹿
で
は
五

十
七
度
あ
っ
た
｡

城
山
の
渚
に
は
'
梅
の
光
れ
た
も
の
が
約
二
十
頭
も

天

人

.<
三



*

*

並
ん
で
其
億

に
食
っ
て
居
っ
た
'
是
は
十
二
日
の
大
破

第
四
春

算
五
義

喜

‥王
剛

輔
辞
欺
で
あ
る

が
'

彼
鼓

す
る
時
内
帝
を
義
れ
ば
甘
赤

裂
に
逃
げ
て
海
岸
ま
で
水

L
J
の
が
'
住
民
は
船
に
乗

･ク
で
対
岸

へ
避

難

し
た

が
'
倉
卒
の
際
の
串
で
家

高
ま
で
は
手
が
届
か
ず
､

蓬
に
浪
乗
せ
ら
れ
た
も
の

.ビ
思
は
れ
'
賓
に
惨
鼻
の

光
点
で
あ
っ
た
｡

館
岩
流
は
飴
の
流
れ
た

様
な
有
様
で
は
無
-
､
多

角
秋
の
熔
岩
片
が
千
億
鵡

舵
に
柄
み
累
旦
し
侶
る
所
謂

塊
状
熔
岩

二
!).ck
lb
Va)

で
'
牌
岩
原
の
来
両
は
鋸

歯
秋
を
重
し
'
到
る
庭
克

薪
を
感
に
唄
き
T"_
し
て
居

て
'
地
獄
の
剣
の
山
も
斯

く
や
ビ
思
は
る
ゝ
物
凄
い

鳥橡 の 中 火 鴨

熟
の
倦
態
で
あ
る
'
城
山
責

の
倖
岩
光
束
叫
に
近
づ
け
ば

熱
気
ビ
東
漸
臭
亡
で
堪

へ
が

た
い
程
で
あ
っ
た
が
､
守
で

串
｡
近
づ
き
爆
岩
の
納
れ
日

に
寒
暖
計
を
辞
間
挿
入
し
て

見
た
虎
が
'
忽
ち
首
座
に
上

っ
た
｡

'
此
の
塊
状

館
岩

の
牲
男

は
'頗
る
粘
帝
位
で
あ
っ
て
､

其
流
下
す
る
有
様
は
'
大
小

無
教
の
岩
片
が
牢
固
竿
津
の

状
態
で
姓
恭
ビ
押
し
出
す
の

で
あ
っ
て
'
徐
々
ビ
し
て
進

み
'
燈
着
流
の
兼
や
は
'
大

小
の
岩
片
が
堆
耕
し
て
'
高

さ
救
十
乃
至
官
尺
以
上
の
断

崖
を
湾
L
t
肘
鑑
に
も
岩
片

も
の
で
'
表
面
は
先
づ
冷
却
し
て
暗
冷
色
又
は
清
瀬
色

が
島
々
に
散
落
し
て
居
る
'
是
は
生
類
な
勢
で
押
し
的



し
て
凍
LJ時

-11
'
･:=_?

い
巌
か
ら
鴨
落
し
た
も
の
で
あ
る
~

城
山
(解
腰

)_こ
登れ
ば

､樹
木
は
悉
-
九
妨

iilに
満
つ

浮
心
や
火
山
次
の

捺
Ll
韓

組
ぢ
も
の
は
'
砿

い
蛤
･:〟

流
の
男
め
に
押
し
出
さ
れ

火
端
に
於
で
熔
岩
を
併
-

破
招
堆
桜
し
て
出
る
の
を

日
野
し
た
｡

丁
カ
フ

常
時
城
山
の
水
北

林
生

....
～

焔

で
､熔
･=1=
経
の
淡
端
は
､

沿
岸
か
ら
約
五
:ri
問
'
焼

山心
線
の
方
向
は
正
し
-
東

西
で
あ
っ
た
'
赤
沈
.B
..･部

落
の
跡
は
'
全
然
搾
:hI･や

次
に
破
は
れ
'

一
･ST
茄
涼

た
る
熔
野

･,J
飼
っ
て
侶

た
｡
是
は
十
三
日
午
後
八

帖
叩
､
雷
火
に
よ
-
て
火

炎
を
起
し
'
代
々
約
四
十

分
間
で
､
全
部
浴
が
焼
け

て
丁
つ
た
}J
い
ふ
こ
と
で
あ
る
.

♯
払

焚
火
の
見
た
依

L･. ㍗
i'タf:rv-

告 r.吋 ･ ･44L､こL
iP

LL'▼ lナ

端 末 の 紙ユ■;･粒 田 方 紳 黙

て
朋
で
'
地
面
に
は
大
小
無

数
の
脚
錐
形
の
火
が

出
水
で

I;た
､
北へ大
さ

は紀
和
1S.､･.(

尺
か
ら
二
三
m
の
も
の
が
滋

も
多
-
'
柿
に
は
相
克
問
も

あ
る
の
か
J叱
受
け
た
'
深
さ

は
二
㌧
≡
尺
が
普
通
で
'
大

い
の
は
七
'
八
八
の
も
あ
っ

た
'
足
は
iダi
火
の
際
大
小
の

～::G塊
が
非
･::==
L･6勢
で
落
下

-

LJ時
に
触
ら
れ
LJ
ち
の
で
'

穴
の
底
に
･:廿
塊
の

一
部
が
班

を

出
し
で
加
る
の
も
あ
-
'

次
や
砂
で
底
の
下
に

埋
没
し

て
1.G
の
.払
え
ね
の
も
め
-1'

中
｢

は
:G
が
火
め
外
に
飛
び

出
し
て
川
乙
の
も
あ
る
'
足

を

肌
火
の
際
砿
剤
で
あ
っ
た

中
日

の
落
ち

た
跡

だと
=･3
っ

て舶
っ
た
人
も
あ
っ
た
の
は

莞
-

五
五
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滑
稽
で
あ
る
｡

7
月
二
十
八
日
椎
仏
の
北

ナ
ィ
ド
ウ

岸
両

道

に

上
接
し
､
相
島
山

東
側
の
活
動
を
吐
物
す
る
虜

に
海
作
を
縫
ふ
て
黒
神
村
に

向
つ
た
'
山
野
は
仝
-
火
山

次
に
埋
れ
で
'
木
の
兼
に
も

火
山
次
が
堆
淋
し
'
蕊
取
は

汚
中
.,J
同
様
で
歩
行
は
存
外

柴
で
あ
っ
た
､
降
水
の
深
さ

は
:T九
､六
寸
で
馬
小
槌
の
外
､

人
家
に
は
倒
れ
た
も
の
は
無

か
っ
た
､
が
黙
紳
村
に
近
づ

-
に
従
で
降
灰
多
-
'
深
神

村
で
は
'
次
や
搾
市
の
堆
m

せ
る
件
rJ
は
'
四
二
九
尺
ー

過
し
'
人
家
は
共
下
卜]
埋
没

し
､蒸
し
蛸
に
満
っ
て
桝
LJ
､

紳
融
の
輝
炎
が
頚
部
丈
加
の

上
に
轟
は
れ
で
居
る
の
を
見

鯛 坊 q) 山 鍋
弟
五
義

1生

玉

六

つ

ゝ
'
畏
粁
村
両
甫
の
高
地
に

登
-
､
樽
島
の
東
側
銀
山
の
新

明
火
H
に
近
づ
き
得
る
限
-
近

寄
で
'
約
十
町
許
-
の
距
離
か

ら
的
畑
の
欺
沈
む
瓶
た
'
其
活

動
は
樺
島
西
側
よ
-
蕗
に
猛
烈

で
､劫
漁
色
の
姻
桂
が
五
'六
本

I:

=!
-
天
に
沖
し
､
上
方
は
傘
を

開
い
た
様
に
蝶
が
-
､
噴
火
口

か
ら
は
'
恰
か
も
'45
B
綿
を
線

-
出
す
様
に
ム
ク
-

.JJ東
泉

LJ
宴
梱
4
,的
N
,出
し
.n
I

プ
I

AfJ
轟
-
音
は
地
に
も
震
動
を
輿

へ
で
､
地
解
も
朋
れ
は
せ
ね

か

ご
恩
は
れ
､
鐘
中
か
ら
は
泥
の

小
片
ご

劇
雨
が
浦
然
と
し
で
風

下
の
方
に
降
り
凍
り
､
其
の
雄
大

に
し
て
物
凄
い
光
濃
は
'
到
底

典
和
を
書
き
舶
は
し
得
な
い
､

葡
-
眺
め
て
居
ろ
間
に
'
銀
山



の
肩
部
に
於
け
る
噴
火

口
の
内
部

か
ら
赤
熱
の
.焼
栗

が
雄
-
上
る
の
を
観
た
.
基
が
火
口
上
に
段
々
高
-
盛

-
上

る
閏
'
畏
畑
の
騰
る
勢
が

7
時
少
鹿
を
保
っ
が
'

盛
上
上
つ
窪

肌ハ赤
な
熔
岩
が
蓬
に
倒
れ
て
.
山
の
側
面

に
ダ

ラ
く

ど
横
が
る
ビ
観
る
や
否
や
､
劇
烈
な
る
鳴

動
ビ
共
に
､
例
の
古
綿
状
の
鹿

姻
が
猛
烈
守
勢
を
以
て

高
-
嚢
中
に
腐
-
て
四
方
に
依
っ
た
'
熔
岩
の
流
下
す

る
の
を
側
面
か
ら
観
れ
ば
'
恰
か
も
赤
蛇
が
山
背
竪

迫

ふ
標
で
p
至
て
ノ
ロ
イ
も
の
で
あ
る
.

貴
帥
挽
泉
場
に
下
-
.
糖
に
策
-
て
p
棲
島
亡
大
島

だ
問
の
瀬
戸
に
進
入
し
た
p
こ
の
間
海
商
に
は
浮
石
が

1
両
に
浮
ん
で
鎗
地
少
な
-
P
銅
山
噴
火
口
の
風
し
も

に
雷
-
て
居
る
虜
め
.
火
山
次
を
雨
で
固
め
た
粒
状
の

土
が
盛
ん
に
降
で
凍
て
'
眼
も
開
か
れ
す
｡

『
監
伸
や
軽
石
の
据
わ
け
行
け
ば
銅
山
鳴
ri,･て
士
の
甫

降
る
』

ビ
腰
折
っ
て
は
見
た
も
の
Ĵ
'
蜜
際
は
頗
る
因
っ
た
.

兎
角
す
る
中
に
冊
は
進
ん
で
愈
癌

声
に
近
づ
い
た
鷹
が

藤
色
は
士
の
両
で

7
膚
幡
-
.
瀬
戸
に
押
し
出
し
た
雌

A:打
は
､彪
々
に
暗
礁
を
弟
し
､其
水
に
接
す
る
虎
か
ら
.

棚
砧
噴
火
の
見
ii
儲

感
に
水
蒸
気
を
華
げ
て
漆
々
埋
尺
を
排
せ
す
､
課
に
歯

視
界
を
海
水
に
入
れ
て
見
れ
ば
､
六
〇
度
乃
至
七
〇
度

(硫
氏
)を
示
し
た
p
流
石
東
女
の
船
頭
も
是
虞
に
至
り

で
身
麓
ひ
し
て
.

直
に
船
を
姐
n
う
ど
謂
ひ
出
し
た

那
.

モ
ク
是
鷹
ま
で
洗
入
-
し
て
は
進
む
も
退
-
も
危

険
は
同
縄
皮
だ
p
寧
ろ
除
を
河
し
て
湖
声
を
突
破
し
て

了

ヘ
ビ
'
旨
滅
法
の
.命
令
に
.
不
平
不
安
の
船
頭
も
張

て
は
拒
み
得
ず
.

7
同
職
々
読

々
樫
に
宰
-
じ
て
洞
戸

を
無
事
に
通
過
し
待
た
が
､
賓
に
鋒
児
を
渡
る
底
の
腎

険
で
あ
っ
た
.
後
に
開
け
ば
.
十
二
日
の
噴
火
以
来
､

こ
の
弼
声
を
通
過
し
た
船
は
､
海
蟹
の
水
雷
艇
の
他

1

二
鯉
の
み
で
p
翌
二
十
九
日
に
は
､
瀬
戸
は
金
-
熔
岩

で
閉
塞
せ
ら
れ
て
了
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
'
常
時
瀬
戸

の
幅
は
蒸
気
の
薦
め
十
分
に
は
判
ら
な
か
っ
た
が
.
恐

-
は
低
か
五
六
間
に
過
ぎ
な
か
っ
た
標
で
.
自
分
等
の

通
過
し
た
の
が
'
瀬
戸
舟
行
の
最
後
で
あ
っ
た
に
相
違

無

い

｡

購

声
を
越
し
て
後
p
H
は
塾
-
昏
れ
て
生
恰
月
は
無

-
､
折
柄
固
北
の
.風
は
吹
き
荒
み
て
波
は
高
-
'
寒
さ

は
釧
々
加
は
れ
ぎ
糖
は
遅
々
だ
し
て
進
ま
ず
.
頗
る
固

三

宝

..S

.七



地

球

難
で
あ
っ
た
が
p
百
方
努
力
し
.
鹿
見
島
埠
頭
に
着

い

た
の
は
翌
二
十
九
日
の
午
前
二
時
頃
で
あ
っ
た
p
併
し

暗
花
に
稜
島
の
南
方
海
中
か
ら
眺
め
た
熔
岩
流
の
火
の

原
だ
.
噴
火
口
上
就
服
天
に
振
ざ
る
壮
観
ビ
は
つ
賓
に

前
記
の
難
難
を
併
せ
ざ
る
者
に
の
み
許
さ
れ
た
天
饗
で

容
易
に
二
度
ビ
は
観
ら
れ
ぬ
尊
慮
雑
件
の
r光
景
で
あ
っ

た
｡
(完
)

文
検
地
理
科
漁
備
拭
験
問
題

E
紬

岬
艶

福

叱

二

北
海
道
本
場
の
地
園
を
描
き
其

の
地
形
に
つ

き
で

述
べ
よ

三

フ
ラ
ン
ス
団
の
地
陶
を
捕
d
J其
の
住
民
に
つ
ぎ
て

述

べ
よ

第
四
番

節
五
統

六五四三七
七

本
邦
近
海
の
海
底
の
状
況
を
説
明
せ
よ

地
殻
漂
移
説
の
概
略
を
述

べ
よ

イ
ン
ド
の
産
業
に
つ
き
で
述

べ
よ

ァ
プ

リ
カ
の
人
口
密
度
を
記
し
そ
の
自
然
5･J
の
開

係
に

つ
き
て
諭
せ
よ

左
の
諮
項
に
つ
き
て
知
る
所
を
記
せ

(イ
)

寺
洞

′-ヽ′一ヽ( (
ホニ ノ' ロ
､､一) ) )

レ
ッ

ド
タ
ブ

ァ

I
R
e
d
R
iv
er

サ

ン
ぺ
ド
ロ
港

S
a
n
P
e
d
ro

陣
風

銀

S
quatl･iine

断
膚
角
窪
地

FauFangled
e
p
r
e
s
sio
n

地
域
軍
国
岡
山
支
部
近
親

刀
.1'
[･,

第
六
回
例
脅
､
六
月
十
四
日
津
山
町
西
方
番
々
業
川
流

域
'
(津
山
盆
地
の

7
部
)
を
見
尊
す
褒
加
入
員
二
十

名
｡

鈴
七
回
例
督
.
七
月
五
日
岡
山
堀
師
範
撃
横
に
開
骨
'

都
督
者
三
十
六
名
p
左
記
研
究
の
僚
友
あ
り
た
-

二

番
色
人
種
の
抜
取
に
就
て

閣
大
事
高
女

岡
本
倍
太
郎
君

二
､
穿
辞
英
田
に
就
い
て

藤
山
中
学

花

田

秀

太

欝

午
後
日
豪
製
氷
倉
放
下
石
井
工
場
を
見
畢
す
O

第
八
回
例
愈
a
九
月
二
十
日
間
山
師
範
単
校
に
開
骨
.

凍
魯
者
三
十
九
名
p
左
記
旅
行
統
あ
-
た
-
.

二

高
島
袈
坑
に
就
て

編
山
中
単

花

田

秀

太

箸

三

長
崎
'
佐
倣
促
'
島
原
'
温
泉
岳
､
視
察
談

岡
山
二
中

森
葦

美

街

着

三
､
満
洲
槻
察
談

関
大
等
高
女

岡
本
侶
太
郎
君

滑
浦
上
署
の
北
京
天
津
方
面
の
戒
寮
談
あ
る
笠
な
-
L

も
時
間
の
都
倉
上
次
回
に
延
期
し
唯
驚
異
採
集
品
等
の

説
明
あ
-
水
野
君
は
太
陽
農
郡
を
観
測
説
明
す
.
午
後

六
高
地
質
錬
物
撃
教
室
を
塵
配
し
八
東
教
授
の
説
明
を

撒
き
散
魯
す
､
蹄
途
有
志
十
数
名
は
水
野
君
宅
に
て
再

び
黒
酢
の
観
測
及
び
天
文
に
圃
す
る
愈
考
審
頬
を
閲
貸

し
た
O

(浦
上
)


